
表紙 表紙
適用基準日：令和７年4月１日以降、入札公告又は指名通知を行う工事から適用する。 適用基準日：令和８年4月1日以降、入札公告又は指名通知を行う工事から適用する。

別紙－１③ 別紙－１③

考 査 項 目 細    別 工夫事項 考 査 項 目 細    別 工夫事項

□７) 通期の現場閉所の日数の割合（現場閉所
率）が２８．５％（４週８休相当）以上の水準
に達する状態を達成した。

削除

□８) 月単位の現場閉所の日数の割合（現場閉
所率）が２８．５％（４週８休相当）以上の水
準に達する状態を達成するとともに、週休２日
の推進に向け、積極的な取組を行った。

□７) 月単位の現場閉所の日数の割合（現場閉
所率）が２８．５％（４週８休相当）以上の水
準に達する状態を達成するとともに、週休２日
の推進に向け、積極的な取組を行った。

□９) 完全週休２日（土日）以上の水準に達す
る状態を達成した。

□８) 完全週休２日（土日）以上の水準に達す
る状態を達成した。

 注）７）～９）について、週休２日工事（交替
制）の場合は、「現場閉所率」を「技術者及び
技能労働者の休日率」に読み替える。

 注）７）～８）について、週休２日工事（交替
制）の場合は、「現場閉所率」を「技術者及び
技能労働者の休日率」に読み替える。

□10) 設備更新等の工事において、機能停止期
間の短縮など、工事による利用者への影響を軽
減させた。

□９) 設備更新等の工事において、機能停止期
間の短縮など、工事による利用者への影響を軽
減させた。

□11) その他 □10) その他

新旧対照表　工事成績採点の考査項目別運用表の一部改定について（令和８年４月）

工事成績採点の考査項目別運用表

改定前 改定後（改定箇所：赤字の部分）

（監督職員） （監督職員）

２．施工状況 Ⅱ.工程管理B ２．施工状況 Ⅱ.工程管理B

 



別紙－１⑩ 別紙－１⑩

考 査 項 目 細    別 工夫事項 考 査 項 目 細    別 評価対象項目

【働き方改革】

「働き方改革」では、当該工事において、他の
模範となるような取組を評価する。
　□ 若手や女性技術者の登用、職場体験やイン
ターンシップなど、担い手確保に向けた取組が
図られている。

【働き方改革】

「働き方改革」では、当該工事において、他の
模範となるような取組を評価する。
□ 若手(３５歳未満)や女性技術者(監理又は主
任技術者)の登用、職場体験やインターンシップ
など、担い手確保に向けた取組が図られてい
る。

※コメントを追記（取扱いに変更なし）

【建設ＤＸ活用】 【建設ＤＸ活用】

□当該工事において、①または②のいずれかを
実施するとともに、③～⑥のうち１項目以上を
実施した。　　※本項目は１点の加点とする。

削除

□当該工事において、①及び②の両方を実施す
るとともに、③～⑥のうち１項目以上を実施し
た。　　※本項目は２点の加点とする。

□当該工事において、①及び②の両方を実施す
るとともに、③～⑥のうち１項目以上を実施し
た。　　※本項目は１点の加点とする。

工事成績採点の考査項目別運用表

※○番号の変更のみ
　同一工種の（その１）、（その２）・・を同一番号とした。

（技術検査職員）３．出来形及び出来ばえ　Ⅱ.品質及びⅢ.出来ばえ

表左上の表記　別紙２－⑳　～別紙２－

（技術検査職員）３．出来形及び出来ばえ　Ⅱ.品質及びⅢ.出来ばえ

表左上の表記　別紙２－⑲　～別紙２－㊿

（監督職員） （監督職員）

５.創意工夫 Ⅰ.創意工夫５.創意工夫 Ⅰ.創意工夫

新旧対照表　工事成績採点の考査項目別運用表の一部改定について（令和８年４月）
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別紙―５ 別紙―５

ページ ページ

新旧対照表　工事成績採点の考査項目別運用表の一部改定について（令和８年４月）

内容 内容

Ｐ５

Ｐ７

６－３　評価の方法
⑴　週休２日に取り組み、達成が確認された場合は、以下の評価対象項目
を評価します。

【週休２日（４週８休以上）の達成が確認された場合】
（考査項目別運用表　別紙－１③　２.施工状況　Ⅱ.工程管理Ｂ）
□ 7) 通期の現場閉所の日数の割合（現場閉所率）が２８．５％（４週８
休相当）以上の水準に達する状態を達成した。
　
【月単位の週休２日（４週８休以上）の達成が確認された場合】
（考査項目別運用表　別紙－１③　２.施工状況　Ⅱ.工程管理Ｂ）
□ 8) 月単位の現場閉所の日数の割合（現場閉所率）が２８．５％（４週
８休相当）以上の水準に達する状態を達成するとともに、週休２日の推進
に向け、積極的な取組を行った。
　
・・・・・・・・・・・・・・・・
　
【完全週休２日（土日）の達成が確認された場合】
（考査項目別運用表　別紙－１③　２.施工状況　Ⅱ.工程管理Ｂ）
□ 9) 完全週休２日（土日）以上の水準に達する状態を達成した。

８　建設ＤＸ活用と評価の関連について
　当該工事において、以下の①または②のいずれかを実施するとともに、
③～⑥のうち1項目以上を実施した場合は、「工事成績採点の考査項目の
考査項目別運用表」の「５．創意工夫」にて１点の加点とします。

当該工事において、以下の①及び②の両方を実施するとともに、③～⑥の
うち1項目以上を実施した場合は、「工事成績採点の考査項目の考査項目
別運用表」の「５．創意工夫」にて２点の加点とします。

Ｐ５

Ｐ６

６－３　評価の方法
⑴　週休２日に取り組み、達成が確認された場合は、以下の評価対象項目
を評価します。

　

　　　　　　　　削除

【月単位の週休２日（４週８休以上）の達成が確認された場合】
（考査項目別運用表　別紙－１③　２.施工状況　Ⅱ.工程管理Ｂ）
□ 7) 月単位の現場閉所の日数の割合（現場閉所率）が２８．５％（４週
８休相当）以上の水準に達する状態を達成するとともに、週休２日の推進
に向け、積極的な取組を行った。
　
・・・・・・・・・・・・・・・・
　
【完全週休２日（土日）の達成が確認された場合】
上記評価項目「□7」に加え、以下の評価対象項目を評価します。
（考査項目別運用表　別紙－１③　２.施工状況　Ⅱ.工程管理Ｂ）
□ 8) 完全週休２日（土日）以上の水準に達する状態を達成した。

８　建設ＤＸ活用と評価の関連について

　　　　　　削除

当該工事において、以下の①及び②の両方を実施するとともに、③～⑥の
うち1項目以上を実施した場合は、「工事成績採点の考査項目の考査項目
別運用表」の「５．創意工夫」にて１点の加点とします。

※誤記の訂正や表現の修正等⇒新旧対照表には未掲載としています。

改定後（改定箇所：赤字の部分）

工事成績評定の留意事項（主な改定箇所）

改定前

 


